
第
4
回　
定
例
会

会
期
令
和
３
年
12
月
１
日
か
ら

12
月
22
日
（
22
日
間
）

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
73
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

　

本
庁
・
支
所
機
能
再
編
計
画
に

基
づ
く
本
庁
集
約
及
び
市
役
所
本

庁
の
増
築
庁
舎
開
庁
に
伴
う
行
政

組
織
の
整
備
を
図
る
た
め
、
課
名

及
び
分
掌
事
務
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。

問　
大
隅・財
部
支
所
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
か
。

答　

総
合
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
や
業
務
量
の
平
準
化
を

図
る
こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

意
見

子
ど
も
未
来
課
に
関
し
て
、

保
育
、福
祉
、発
達
障
が
い
等
に
つ
い

て
総
合
的
な
対
応
を
す
る
よ
う
に
。

議
案
第
74
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　

本
庁
・
支
所
機
能
再
編
計
画
に

基
づ
く
本
庁
集
約
及
び
市
役
所
本

庁
の
増
築
庁
舎
開
庁
に
伴
い
、
福

祉
事
務
所
を
財
部
支
所
か
ら
本
庁

に
移
転
す
る
た
め
、
所
在
地
の
住

所
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
75
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

産
科
医
療
補
償
制
度
に
お
け
る

掛
金
の
額
が
１
万
６
０
０
０
円

か
ら
１
万
２
０
０
０
円
に
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
一

時
金
を
40
万
４
０
０
０
円
か
ら

40
万
８
０
０
０
円
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

問　
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
。

答　

国
が
３
分
の
２
、
市
が
３
分

の
１
を
負
担
す
る
。

議
案
第
78
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
戸
別
浄
化
槽
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

財
部
地
域
の
市
町
村
設
置
型
合

併
浄
化
槽
の
新
設
が
令
和
３
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
で
、
今
後
は
戸

別
浄
化
槽
の
維
持
管
理
の
継
続
と

既
設
浄
化
槽
の
譲
与
を
行
う
た
め

に
、
関
連
す
る
規
定
を
改
定
す
る

も
の
で
す
。

問

死
亡
な
ど
に
よ
り
休
止
中
の

浄
化
槽
へ
の
対
応
は
。

答　

現
在
休
止
中
が
１
４
３
基
あ

り
、
条
例
改
正
後
、
土
地
建
物
の

権
利
者
等
を
調
査
し
、
対
応
し
て

い
く
。

補
正
予
算

議
案
第
98
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

【
令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
（
先
行
給
付
金
）

支
給
事
業
】

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
（
先
行
給
付
金
）
支
給
事
業
を

２
億
４
４
０
６
万
円
追
加
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
90
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

５
億
３
７
１
５
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額　
２
８
８
億
８
６
７
６
万
円

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
の
衛
生

費
国
庫
負
担
金
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
費
負
担
金
や
国
庫
補
助
金
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、
県
支
出

金
の
農
林
水
産
業
費
県
補
助
金
の

活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対

策
事
業
費
補
助
金
等
の
追
加
が
主

な
も
の
で
す
。
市
債
は
、
総
務
債

の
庁
舎
増
改
築
事
業
費
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。
歳
出
は
、
庁
舎
整

備
事
業
費
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
事
業
費
、
中
小
企

業
者
事
業
継
続
支
援
金
等
の
追
加
、

健
康
増
進
事
業
費
や
農
業
・
農
村

活
性
化
推
進
施
設
等
整
備
事
業
費

の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会（

岩
水  

豊
委
員
長
）

【
庁
舎
整
備
事
業
】

問　
本
庁
舎
増
築
事
業
に
伴
う
非

常
用
発
電
機
の
設
置
工
事
を
な
ぜ

早
期
に
発
注
す
る
の
か
。　

答　

発
電
機
の
部
品
の
調
達
に
時

間
を
要
す
る
た
め
で
あ
る
。

問　
河
川
監
視
シ
ス
テ
ム
を
市
民

も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
で
き
な
い
か
。

答　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
仕
様
の
中

で
検
討
す
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
上
村  

龍
生
委
員
長
）

【
生
活
保
護
総
務
費
】

問　
国
へ
の
還
付
金
が
８
２
７
０

万
円
と
多
い
理
由
は
。
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答　

被
保
護
世
帯
の
高
齢
化
が
進

み
亡
く
な
っ
た
世
帯
な
ど
が
増
え

29
人
減
少
し
て
世
帯
数
も
減
少
し

て
い
る
。

意
見　
生
活
困
窮
者
で
国
民
年
金

額
が
生
活
保
護
の
要
否
判
定
で
１

０
０
０
円
高
か
っ
た
た
め
保
護
否

と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
病
院
受
診
を
控
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
、
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

人
が
い
る
。
救
済
措
置
を
考
え
て

ほ
し
い
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
費
】

問

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
傷
病

見
舞
金
の
１
人
３
万
円
の
内
容
は
。

答　

国
保
加
入
事
業
主
は
傷
病
手

当
が
な
い
た
め
、
一
般
財
源
か
ら

１
世
帯
６
万
円
を
限
度
額
と
し
て

感
染
さ
れ
た
方
に
見
舞
金
を
支
給

す
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
九
日  

克
典
委
員
長
）

【
思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金

推
進
事
業
】

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
在
の
状

況
は
。

答　

例
年
よ
り
12
月
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
が
18
億
円
に
は
到
達
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

【
さ
つ
ま
い
も
経
営
継
続
緊
急

支
援
事
業
補
助
金
】

問

ど
の
よ
う
な
補
助
の
内
容
か
。

答　

基
腐
病
対
策
と
し
て
３
４
２

０
万
円
を
計
上
、
本
市
に
住
所
を

有
し
居
住
す
る
全
農
家
を
補
助
対

象
と
し
、
作
付
け
場
所
に
つ
い
て

は
市
内
外
問
わ
な
い
。

【
宅
地
関
連
等
災
害
復
旧
事
業
】

問

過
去
の
事
例
も
対
象
に
な
る

の
か
。

答　

事
前
着
工
し
て
い
な
け
れ
ば

対
象
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

議
案
第
91
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

普
通
交
付
金
返
還
金
の
追
加
等

に
よ
る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

問

繰
越
金
は
例
年
に
比
べ
て
ど

う
か
。

答

約
２
０
０
０
万
円
の
減
に
な

る
。
ま
た
、
来
年
度
の
医
療
費
は
前

年
比
ほ
ぼ
同
額
、
法
定
外
繰
入
金
は

今
年
度
と
同
額
程
度
の
約
２
億
５

０
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

議
案
第
93
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

予
備
費
等
の
追
加
に
よ
る
も
の

が
主
な
も
の
で
す
。

問　
介
護
保
険
歳
出
の
伸
び
と
令

和
２
年
度
の
繰
越
金
は
７
１
４
９

万
円
で
あ
る
が
例
年
と
比
較
し
て

ど
う
か
。

答　

伸
び
は
２
％
程
度
で
あ
り
、

令
和
元
年
度
の
繰
越
金
は
８
６
７

９
万
円
で
あ
る
。

問　
伸
び
て
い
る
給
付
費
は
。

答　

令
和
２
年
度
実
績
で
は
、
施

設
介
護
給
付
費
と
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
の
通
所
介
護
費
が
伸

び
て
い
る
。

議
案
第
95
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

深
川
地
区
水
道
管
破
損
事
故
に

よ
る
示
談
に
伴
う
損
害
賠
償
金
受

入
れ
の
た
め
、
収
益
的
収
入
に
つ
い

て
、
雑
収
益
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
96
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

落
雷
事
故
に
伴
う
雑
収
益
及
び

修
繕
費
の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

問　
落
雷
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
修

繕
が
あ
っ
た
の
か
。

答　

５
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
の

落
雷
事
故
で
、
水
源
地
取
水
ポ
ン

プ
や
配
電
盤
等
に
多
大
な
被
害
を

受
け
、
部
品
の
取
替
等
の
修
繕
が

必
要
に
な
っ
た
。

人
事
関
係

同
意
案
第
３
号　
賛
成
多
数　
同
意

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

長
野  

か
お
り
氏　
56
歳  

再
任

（
曽
於
市
財
部
町
南
俣
）

※
任
期
は
令
和
３
年
12
月
27
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

同
意
案
第
４
号　
賛
成
多
数　
同
意

監
査
委
員
の
選
任

野
村  

行
雄
氏　
　
74
歳  

再
任

（
曽
於
市
大
隅
町
中
之
内
）

※
任
期
は
令
和
４
年
１
月
１
日
か

ら
４
年
間
で
す
。
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同
意
案
第
５
号
・
６
号
賛
成
多
数　
同
意

副
市
長
の
選
任

八
木  
範
氏　
　
72
歳　
再
任

(
曽
於
市
大
隅
町
月
野
）

大
休
寺  

拓
夫
氏　
65
歳　
再
任

（
曽
於
市
末
吉
町
南
之
郷
）

※
任
期
は
令
和
３
年
12
月
25
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

指
定
管
理
の
指
定

議
案
第
87
号　
　

可　
決

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
曽
於
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
寿
園
）

　

今
回
の
公
募
に
よ
る
応
募
者
数

は
２
者
で
あ
り
、
指
定
管
理
選
定

委
員
11
名
中
９
名
に
よ
る
選
定
基

準
・
評
価
に
よ
り
社
会
福
祉
法
人

ス
マ
イ
リ
ン
グ
・
パ
ー
ク
を
選
定

し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
こ
れ
ま
で
市
内
の
事
業
者
に

よ
る
指
定
管
理
で
あ
っ
た
が
、
今

回
市
外
の
事
業
者
に
よ
る
提
案
で

あ
る
が
、
特
段
の
理
由
が
あ
る
の

か
。

答　

各
選
定
委
員
の
評
価
の
集
計

に
よ
る
結
果
で
あ
る
。

問　
選
定
基
準
や
選
定
結
果
は
。

答　

選
定
基
準
は
内
規
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
選
定
の
際
は
業
者
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
質

疑
応
答
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
等

を
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が
選
定
基
準

表
に
基
づ
い
て
優
劣
を
判
断
し
、

集
計
し
た
結
果
、ス
マ
イ
リ
ン
グ
・

パ
ー
ク
が
候
補
者
に
な
っ
た
。

問

選
定
の
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
、
応
募
事
業
者
へ
選
定
基
準

の
事
前
公
表
や
選
定
結
果
の
公
表

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

今
後
検
討
し
た
い
。

賛
成
討
論

土
屋  

健
一
議
員

　

８
月
の
公
募
か
ら
受
付
・
審
査
・

決
定
ま
で
、
事
務
的
な
問
題
は
無

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
審
査
結
果

は
、
９
人
の
選
定
委
員
中
７
人
が

社
会
福
祉
法
人
ス
マ
イ
リ
ン
グ
・

パ
ー
ク
を
選
定
し
、
２
人
が
同
点

の
結
果
で
あ
る
。
９
人
の
評
価
点

数
は
現
在
の
指
定
管
理
者
が
５
８

３
点
、
ス
マ
イ
リ
ン
グ
・
パ
ー
ク

が
６
５
７
点
で
あ
り
、
74
点
の
差

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
現
在
、
定

員
50
人
に
対
し
て
入
所
者
は
33

人
。
あ
ま
り
に
も
入
所
者
不
足
で

あ
る
。
今
般
の
議
決
に
お
い
て
、

清
寿
園
の
新
し
い
環
境
が
構
築
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、賛
成
す
る
。

徳
峰
一
成
議
員

　

今
回
の
こ
の
清
寿
園
に
つ
い
て

も
私
を
含
め
て
か
な
り
多
面
的
な

深
い
議
論
が
さ
れ
、
結
果
的
に
市

と
し
て
も
改
善
の
方
向
で
検
討
し

た
い
と
い
っ
た
答
弁
で
あ
っ
た
と

理
解
し
、
賛
成
で
あ
る
。

原
田  

賢
一
郎
議
員

　

各
選
定
委
員
の
評
価
・
結
果
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結

果
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
市
内
の
業
者
を
育
て

る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
異
論
は
な

い
が
、
今
回
の
審
査
結
果
を
見
る

限
り
、
両
者
の
評
価
が
拮
抗
、
若

し
く
は
同
点
で
あ
れ
ば
、
市
内
業

者
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
が
、
評

価
の
差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ

る
。
ま
た
今
回
の
事
務
的
な
ミ
ス

も
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
が
、
選
定

委
員
会
の
評
価
を
こ
の
こ
と
で
大

き
く
覆
す
も
の
で
は
な
い
と
思

う
。
入
所
者
の
生
活
環
境
が
良
く

な
る
こ
と
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

健
全
な
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
、
賛

成
す
る
。

反
対
討
論

渡
辺  

利
治
議
員

　

本
来
な
ら
ば
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
に
お
い
て
選
考
さ
れ
、
議

会
の
議
決
を
得
た
後
に
、
当
該
事

業
者
に
通
知
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、

議
会
に
諮
ら
ず
、
指
定
管
理
者
を

決
定
し
、
合
否
ま
で
市
長
名
で
通

知
し
て
い
た
点
は
議
会
合
議
制
を

崩
壊
さ
せ
、
二
元
代
表
制
の
言
葉

す
ら
失
わ
さ
せ
る
逸
脱
し
た
行
為

で
あ
る
。
委
員
長
報
告
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
、「
4
月
に
間
に
合
わ

な
い
の
で
は
。」
と
い
う
意
見
も

出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
執
行
部
の
ミ
ス
で
あ
り
、

や
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
や
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
、
や
り
直
す
べ

き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

大
川
内  

冨
男
議
員

　

指
定
管
理
者
の
公
募
で
市
内
に

応
募
す
る
事
業
者
が
無
い
場
合
は

致
し
方
な
い
と
し
て
も
市
内
に
実

績
の
あ
る
事
業
者
か
ら
応
募
が
あ

れ
ば
、
こ
れ
は
優
先
し
て
育
て
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
選
定
委
員
に

は
外
部
委
員
を
導
入
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
私
は
、
全
て
を
外
部

の
委
員
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
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え
る
。
ま
た
、
指
定
管
理
料
は
年

間
約
１
億
円
で
あ
り
、
３
年
間
で

約
３
億
円
の
大
き
な
事
業
料
と
な

る
。
市
内
業
者
に
指
定
管
理
を
依

頼
す
れ
ば
、
そ
の
お
金
を
市
内
で

還
流
さ
せ
て
、
関
連
業
者
も
そ
の

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
反

面
、
私
ど
も
議
員
各
位
も
議
会
の

権
能
と
は
何
か
を
再
度
確
認
し
、

是
は
是
、
非
は
非
と
し
っ
か
り

判
断
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
私
は
こ
の
議
案
は
非
と
判

断
し
反
対
す
る
。

政
治
倫
理
審
査
会

　

令
和
３
年
９
月
10
日
、
住
み
よ

い
曽
於
市
を
創
る
市
民
の
会
の

事
務
局
で
あ
る
野
村
耕
一
氏
よ

り
、
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
の

今
鶴
治
信
議
員
の
市
長
の
政
治
姿

勢
を
問
う
一
般
質
問
の
内
容
に
つ

い
て
、
曽
於
市
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
第
６
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
審
査
請
求
書
と
審
査
請
求
書

名
簿
（
８
３
５
名
分
）
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
曽
於
市
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
の
第
６
条
第

２
項
で
、
署
名
簿
に
署
名
さ
れ
た

方
は
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
10
月
１
日
に
曽
於

市
選
挙
管
理
員
会
へ
署
名
簿
の
確

認
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
10
月
15
日

付
で
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
回
答

が
あ
り
、
８
３
５
名
中
６
５
９
件

の
署
名
が
有
効
で
あ
る
旨
の
記
載

が
あ
り
、
審
査
請
求
が
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
政
治
倫
理
審
査
会
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
22
日
に
は
、
第
１
回
政
治

倫
理
審
査
会
が
開
催
さ
れ
11
月
25

日
に
は
、
審
査
請
求
者
で
あ
る
住

み
よ
い
曽
於
市
を
創
る
市
民
の
会

事
務
局
の
野
村
氏
と
被
審
査
議
員

で
あ
る
今
鶴
議
員
の
出
席
を
求
め
、

意
見
聴
取
を
行
う
た
め
の
審
査
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
会
で

は
、
５
名
の
委
員
に
よ
る
審
査
が

行
わ
れ
、
審
査
の
結
果
、
①
被
審

査
議
員
の
質
問
の
文
言
に
一
部
不

適
切
な
表
現
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
一
般
質
問
の
範
囲
内
で
あ
る
。

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
審
査
請
求
者
か
ら
証
拠
が
全

く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
と
の
こ
と

か
ら
、
同
条
例
第
８
条
第
４
項
そ

の
他
の
措
置
に
お
い
て
不
問
と
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
審
査
会
で
は
、
今
後
も
議

員
全
員
が
条
例
第
３
条
第
１
項
第

１
号
の
議
員
の
品
位
と
名
誉
を
損

な
う
行
為
に
よ
り
、
市
民
の
議
会

に
対
す
る
信
頼
を
損
ね
な
い
よ
う

遵
守
す
る
こ
と
の
確
認
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
11
月
30

日
に
全
員
協
議
会
で
全
議
員
に
審

査
結
果
を
報
告
し
、
審
査
請
求
者

と
被
審
査
議
員
へ
も
審
査
結
果
通

知
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

議案番号 施設名 管理者名 指定管理期間 議決結果

87 曽於市養護老人
ホーム清寿園

（福）スマイリング・
パーク

令和４年４月１日～
令和７年３月 31 日

可決
（賛成10、反対９）
無記名投票

88

曽於市立図書館
曽於市立図書館
大隅分館
曽於市立図書館
財部分館

シダックス大新東
ヒューマン
サービス（株）

令和４年４月１日～
令和７年３月 31 日 可決

89

末吉歴史民俗資
料館
大隅郷土館
財部郷土館

シダックス大新東
ヒューマン
サービス（株）

令和４年４月１日～
令和７年３月 31 日 可決

指定管理一覧表

議決結果一覧
久長議員は議長のため、表決には参加しない。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため，賛成者以外
（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

山
中

雅
人

出
水

優
樹

瀬
戸
口　
恵
理

矢
上

弘
幸

片
田

洋
志

重
久

昌
樹

鈴
木

栄
一

上
村

龍
生

岩
水

豊

渕
合

昌
昭

今
鶴

治
信

九
日

克
典

土
屋

健
一

原
田　
賢
一
郎

山
田

義
盛

大
川
内 
冨
男

渡
辺

利
治

迫

杉
雄

徳
峰

一
成

結

果

議
案 第 88号

指定管理者の指定について
（曽於市立図書館，曽於市
立図書館大隅分館及び曽於
市立図書館財部分館）

〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可
決

議
案 第 89号

指定管理者の指定について
（末吉歴史民俗資料館，大
隅郷土館及び財部郷土館）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可
決

議　案
議員名

私はこう判断しました 賛否の別れた議案です。

5 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12 月に開催します。




